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For the explanation of the precocious puberty associated with a pineal tumor or a 

diencephalic tumor, it has been accepted that the pressure or infiltration of the hypothala-

mus by the tumor may be the cause. 

However, precocious puberty does not invariably occur in all diencephalic tumors. It 

may be assumed that some adequate stimulation to the hypothalamus by a tumor may 

induce precocious puberty. In the present experiment, the author administrated alumina 

cream (a colloidal precipitate of ammonium hydro-oxide and ammonium alum, the abbrevi-

ation a. c.) into the hypothalamus for stimulation in adult male cats. Experimental animals 

were sacrificed 1 month or 8 months after a. c. administration and their testes, thyroids 

and suprarenal glands were histologically examined. 

1) In all three cats sacrificed 8 months after a. c. administration (No. 53, No. 56 

& No. 63) , the increase in numer of LEYDIG cells was noted. 

2) One of the three cats (>Jo. 53) sacrificed 8 mouths after a. c. administration 

showed atrophy of the fascicular zone and hyperplasia of the reticular zone of the adrenal 

gland. Two others sacrificed after 8 months and all cats sacrificed after 1 mouth did 

not show such changes of the adrenal. 

3) Thyroid glands in all animals showed no changes. 

From these results it seems possible that precocious puberty might result from the 

local stimulation of the hypothalamus. 
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緒 面

Pu！背rtu'praecox ボ俗果iPJ長＇ i~：，間脳部屋場のー症候

群として来ることのあるここは 般によく知られてい

るボ，その1京｜可；こ関しては，ぞれ等の腫場による視＇ V

下＂’ρ ：・t中枢の破壊又はJ1:;8_によるものであるとの考

えが従来」般に有力である．

この問題については我々の教室でlむ半田・黒沢・

景山・横田等方：一連の動物実験を行ないその成績を発

表して司ちているが，何れも桧果｛本そのものが性戎熱と

関連することについては否定的であり p 叉福島は

Pu hertus praecc》xを「ーなう間断部麗療の臨It例におい

て， 麗蕩;j；奇形腫であることが多く， 'if: '7その中に

Chorionepithelioma様;¥¥f｛織！－＇晃子ることから， 麗蕩か

ら分，＇ιされると思われる gonadotropinの作用を重視す

ると共に， 視床下；誌に及ぼす腫場の緩慢な圧迫p rl 

J丸 '1iリ＇（（代理をも Puhertu、pra虻 OXの成因の一部とし

て認める立場？とっている． 1よ夜（土 Puhertuspra~rns 

例のあるものに表面脳波上織痢類似の変化を認めた．

史Jこ最近Schermanand AbrahamもPuhertuspraecoxで

癒痢脳波の出現今料叫している．

’ξ験的：こ Puhertu'pra町 oxを作る試みは未だ行なη

れていない様であるがy これ等一連の教室の成果から

見て， Jξ験的に視床下町；こ慢性の持続的な刺激を加え

ればp Puhertus praecoxの状等を作り得るのではない

かということが怨像される．

本lヘ＇I ~－においては l'ubertu' pra白川を作る一つの段

階として成熟雄猫に刺激物質としてアルミナクリーム

(a. c.）を用いそれを視1f、下部に注入して内分泌械禄特

に皐丸の変化を検索した．

実験方 法

1. 実験動物と LてP f七if(.'hg-..t.51慢の成熟雄猪を

用いた．

2. アルミナクリームの調製

Kopeloffのfj法；こより，室温に於て 1%アンモニウ

ムl珂望雲水溶液に I9五アンモニヤ水のやや過量を重畳

し，生じた白色、ηf仁尽き，蒸溜水で上清に :¥fc,,Jぞr試薬

でアンモニウムイ寸ンを検出できなくなるまで洗浄

しP 遠心沈澱をffなってコロ fド状の7 ＞［，ミナクリー

ム号，；，＼J'2'1した．

この a.c.は Im！中に約3皿Eのアルミニウムを含んで

いるがp 実験にはJO倍に稀釈した t，の号使用した．

3.視床下部内ac注入実験

Gros, C. et ¥'!ah肌 1itch,B.はー側の大脳半球刻除後

に早熟を見たとL、う少女例を報告している．

これ；ご示唆をrnて，本実験においても視床下部のー

側のみに a.c.を注入する事にした．

エーテル！f1'[<¥c下i二Ho川円一ぐlarke装置を猫の頭部に

固定したfも頭頂部正中線上に約2cmの皮膚切開を加

え，！支下組織並びに骨膜にも及ぼしP 骨膜剥離後p (i 

側頭11(’円に’交代稔合に持して直径約0.5cmの什；ぎを字

ち硬脳膜に注する．硬脳膜に小切開を加え， He川、le¥-

Clarke装置に鈍な 1/1；叶H十を固定し目的の脳部分に

刺入し，微量注射擦により JO傍f~；釈の；l.l'. を O.D!～O収

cc；主入した．

4. a.c.の注入部位

{-i側視床下＇ii；のrllJ>'B；より後部に豆る範囲で，注射針

の尖端を正中線の右側 Imm，深さは視山下｛おに述せし

灼てλじを；干入した．

5.飼育方法

主として魚肉を 1日l回与え，鎖につないでF 以内

の雌とJI<に室内で飼育しみ．

6.組織学的検索

頚動脈切断，脱血死させた後， a.c.注入部位はZenker

dをえ；土Carnoy液固定後p パラづイン包埋しp 連続切片

；ごついて岡本のアルミノン j去により；·~色して降認し
ナー

皐丸p 副腎， 甲j';!J;j！：こっかてはフォ ・c,＇リン閏定

f走，ヘマトキ乙リン・エオジン染色を行なった．

実 験 成 績

実験に；士総妻女66例の猫を用いたが，術後 1ヵ月未j苅

の死亡例が57例を iI iヘ，死亡率l土非常に高しその原

因として；じ脳膜：~， 1'i<i~~~1J:.:;, Ill悩底部の出：＇＇ t写｝.;j；手1-r
られ弓．

術後 1力月以上生f子例9例の中 6例を術後30日目

に， 3例を術後240日目に脱血死せしめた．

交尾期に特有の変化が日U!

め交尾期をはずして屠殺した．

I.術後30日間飼育群（第I群） (Table I) 

6 （司中＇＼ o.3fiは視床下部p 視！択にアルミニウムを証

明できなかったタ， ¥".33,¥o.34.¥o.:r;, ¥,,,:l<i. ＼【》.I1の

5 例は視床下，＇；J；，視床にア，，ミニウムを証明し 1~｝た．
屠役時；二於て本群6例中 5例に休1fi},,Qつが認められ

たが，一般状態l土何れも良好であった．

＼川 33 合

a c は漏斗の前端から民r’l降起のほぼ中央部に至ろ
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Table I 

猫番号 ゐ＼υ33 i ＼付加 ¥o. 37 I '¥o. 39 : '¥o. H 1対照＼o.I付jl河＂＂－ 2対照＼o.3 

術後日数
（飼育回数 i

30 30 I 30 ! 30 I 30 I 30 30 30 

術前体重（匂） 三工「三「「~=1＿－~：γー－--;:g-i ム－，3；し 3.5 

1問時｛何（匂） I 3.2 '.2.: 3.2 I 2.9 i 2.7 I 2.9 I 3.0 3.-1 

皐干民）＿i~」－－－－＝－－－：_____3_._i__J_ . J：トーと~ 2.s I 3.o ：~ 
丸 体重比（g／同）！ 1.12 I 0.95 : 0.96 I 1.00 I 0.70 i 0.97 I 1.00 I 0.91 

甲状腺重量司） ' 捌 i 212 i 231 I 263 I 224 I 2-13 234 I 256 

副腎重量（略） 575 i 498 [ 600 ! 382 I 制 482 5-! 1 r 423 

下垂体重量（略） I 37 ! 31 I 32 ! 27 I 31 I 30 l 32 I 29 

｜視床下部！；視床下＇ I 視床下 ~t .視床下部 l視床下部 j ｜ 

前部 i相自主 翌日 前部！ 望書｜a. c.巣

視床 li(<i1 J ,111，，；七 視床 ｜第百脳室（視床

，＇おうまに十 11、LJする位［習で，視床の紐努核p iつ句側前核p 正

中結合核，更に視1不ド，＇むの二~＇）：陀，前視床下野の夫々

一部に亘って存在し， 外側は脳弓没部を越えていな

い. a.c.巣の内部及び周囲にはゲリヤ細胞の著明な増

硝を認める．

術前体重3.8kg, 術後 1ヵ月Ij;!J1; ：~ .'h日？ 術後 I" 

月における皐丸重量は 3.6gで体重 Ikg当りの皐丸重量

は1.12であった．

皐丸の組織検査においては精子形成異常p 間細胞

(Leydi宮細胞）の増殖，萎縮は認められない．

副腎p 甲状腺の組織像にも異常は認められない．

¥o. 34 6 

a.c.巣l土視点交’くの高さに相当して脱弓出部p 前交

連p 視束前野，前視床下野の夫々一部に亘っており p

視床下部においては IJi'~ij 没：；1；の内側部に位置してい

る．

術前体重2.2kg，術後 1ヵ月では術前に復しp 皐丸

重量2.lg，体重比0.95(g/kg）であつに

皐丸組織は精細胞系，間細胞の何れにも異常は認め

られずF 副腎，甲状腺にも変化は認められなし

¥o. 37 合

3. L 巣は吻側は視束交叉の高さより尾側に及んで灰

白隆起の後部の高さに達する部分に相当し，視床下部

の室努核p 外側視床下野，背側視床下野p 視床の紐努

険，内側前核，背側前核，！腹側核p 更には髄条の夫々

一X1；にまたがっており p 視床下部としてはやjiJ没lτの

内側部より VHWJ,;i；に及んでいる． a.c.巣の中心部は細

胞，線維成分が消失しF 周囲にはグリヤ細胞の著しい

増殖が見られる．

［本弔：i土fl'.r1'il了L1k巨，術後 1ヵ月でl土3.2k日p 皐丸重量

:l.lg，体重比0.961巨／kgIであった．

県九日組織学的に（也例同様精上皮系p 間細胞に異常

を 2’竹・f'，副腎p 甲状腺にも変化；土認められない．

¥o. 39 合

a.c. m；土視京交コ之 fえび漏斗の高さに相当する範囲で

前古「花見床下部に存在し＇ I.悩弓没部の内側にあって視床

下部脳室周囲層p 前視床下野の夫々ー却を占めてい

る．又この例の特徴として a.c.は第E脳室腔にも入っ

ており p 視束交叉の高さから灰白隆起の後端の高さに

亘って第E脳安ll3':の深い部分に沈んでいるのが認めら

れる．

fド甫l~ i中「11113ゴkg, 術後 1ヵ月では2.91怒p 星雲丸重量

1川，体重比1.001日lkgIであった．

組織学的には皐丸の精細胞系， Leydig＊田胞に異常を

認めずp 品：j'i'1，甲状腺にも変化改認められないー

¥o. 41 6 

a.c.巣は内側は漏斗の前端の高さにp 尾側は灰白隆

起の前1/4部の高さに夫々 問、＇ iする i王；｝j・に亘っており，

視床下部の室努核，背側視床下野p 釈11~flliJ1'兄 11：円安．

視床の紐努核p 内側前核p 正中結合核の犬ャ 刈にま

だぶっており，視床下部としては脳弓没部の内側に位

置を占めている．



620 日セヤトfl ’i~！羽第33巻第3 号

体重は術前値2.9kg，術後 1ヵ月値'.2.lh日，皐丸重量

1.9宮p 休重比0.70（宮／kg）であった．

組餓学的には皐 IL，同lj腎p 甲状腺の何れにも異常は

；；~.められないー

第 I群の対照としては無処置の成熟雄猫を実験例と

同一条件で 1ヵ月間飼育したもの 3例をとった．

II 術後240日間飼育群（第 II群） (Table E〕

屠殺時においては本；昨令3例共に体重増加を認め，

一般状態ι良好であった．

本群の対照としてはp 無処置の成熟雄猫を同一条件

で240日間飼育したもの 3例をとった．

¥.,. 53 合

a.c.栄Itn'••J側は漏斗の高さ p 尾側i t灰白隆起のfを：日；
の高さに相当する位置を占めp 視床下部の室努岐，背

側視床下野p 後視床下野p 視11ミでl土内側前核，正中結

合核の夫々一部にまたがり，脳弓没部の内側今占めて

し、る．

体重は， 術前3.9kg, 制：rl七40日でl↓kg, 皐丸重量

3.lg，休重比0.70（日／Ki(Iであった．

皐丸は組織学的に精細胞系p 曲精細管の大きさには

異常は認められない小，間質Leydig細胞が対l開例；こ比

し可なり増殖している．間細胞自体の大きさ， '.l'.!i"J.＼＼＇に

ついて（土差を認めれトなかった．

副腎はその重量を婚しp 組織学的所見としては網状

帯の肥大と＂ Ril、： 1',,')·z:;；.；•·.が認められ来状帯細胞が小さ

くなり排列が乱れて， ~·11 ドの所謂れhalltion の時期に

相当する像を示している．

甲状腺には組織ラー的に異常は認められなかった．

¥o. 56 i!) 

a.c. 書記土11··~~w：ま灰白隆起の中央部；の山さから尾側l土

乳頭体の直前部の高さに相当する位買で視床下部の室

努核p 背側視床下野p Iえ悦以下野p 視床の正中紡合核

の夫々一部を合んで

る．

体重l土rt-r前3.3kg, 術後三ー10日で』目Okg, 準丸重量l土

2.8g，体重比0.70I巨／kgIであった．

組織学的には皐丸は＼o.53と同様に曲精細管の大き

さ，精子形成過程には異常を認めないがp Leydig*ID胞

の可なりの増硝が認められる．間細胞肉体の性質は対

照に比し差異は認められない．

副腎p 甲状腺には萎縮，増硝等の異常は認められな

''・ 
¥o. 63 O 

a.c.巣の範囲は前後のJJJ：、がりはかなり他に比してせ

まし灰白隆起の中央部よりやや吻側に問、LJする高さ

の／；1；分に位置い視床下部の室芳核p 背側視床下野p

視床では1F中結合核p 内側前核の夫々一部を含んでお

り， 視床下部としては脳Il j安部の内側に存在してい

る．

体 •Ill 幻｜：「前3 二h日，術後 '.210 日で3.Gkg，皐札 •ll: 同1 士

3.c日p 体重比にして0.89は／kg）であった．

事丸は組織学的に前2例と同様p 対照例に比してP

Table II 

猫番号

術後日以
（飼育 日 紋 ） ｜

＼り 53 l 
280 

術前 体 重 叩 1 3.9 

－房長一時円、主占）丁－；~.I ・1 
皐 I•ft iJt(g) I 3.1 

丸｜（ド重比（巨＇ k日｝ 0.70 

甲状腺重：1]:1m日） 332 

副腎重量！mg) 975 

¥o. 56 I 

280 

3.3 

LO 

2.8 

0.70 

335 

620 

下垂休重量Img) : 47 ! 38 [ 

山 L 巣

視床下部
前部
後告il

視床

視床下部

後部

視床

¥u. 63 J対照＼け I ：対照＼o.2 I対照＼o.3 

捌： 280 I 280 ！捌
3.2 

3.6 

3.2 

0.89 

3.15 

614 

視床下部｜

中央部

視床

z .. 1 

'.2.6 

'.?.8 

1.08 

194 

313 

3.3 3.6 

3.6 3.9 

3.2 3.1 

0.89 0.79 

313 221 

45 
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Le、dig細胞の lすなりの鳩殖を認めるが， 細胞自体の大

きさ，内部頼粒には差Rはなく p 耐精細管の大きさp

精細胞系に も）~·，；；；；（ ！：認め られない．

副腎，巾状腺の組織像にも＇ft（じは認められない．

総 括

第 I群

視床下品；への a.c.i I：入後 lb月飼育群は 6例でその

中 1例には視I本F部， 視床に a、引を求めl'.Jなかっ

た．

視床下部に a.c.巣を証明した他の 5例については，

その全例において皐丸，副腎， 甲状腺に組織学的に異

常を認めなかった．

視床下部におけるa.c.巣の位置は 3例（＼o.:n.¥o.:11, 

＼。 39）がその前音Bに，2例（¥o. 37,¥o. 41）が前部 よ

り後部にかけて（f.在しP ¥o.39においては更に第If[脳

室腔の前部から後部にかけてP その深部に ac を認め

ゐ.a.c.巣の内外側の位置的関係は＼，，，・｛：.¥0.:11. ¥0 .. )J 

がほぼ黒津のか交感帯に相当し， ¥.,,37：士b－交感帯か

らc－副交感帯にかけて， ¥n.39はa－高目玉芝！感帯からか交

感帯に亘って存在する．

視床においてもa.c.巣は＼け3'.1.¥o.'.i7.¥o.l lで証明さ

れる．

第 II群

視床下部に a.c.if:.入住 240日間飼育した第］［群の 3

例において全例の皐丸に精細胞系の異常は認められな

かったが，間質Leydig細胞の可なりの増殖を認めた．

副腎については l例＇ '¥o.日 Iiこ皮質網状帯の肥大p

束状帯の萎縮を認めたが，他の 2例には変化は認めら

れなかった．

甲状腺においては全例共に増殖p をiミ守口1すの変化l土認

められなかった．

a . c.巣の位ー置は，視床下部において＼o. ~ ：l ばその前部

より1受託， ＼o.:16でにその従（.j;,¥o.(13ではほぼ中央部

を占め，内外側の位置的関係、は何れも黒津のb－安感帯

に相当する部f立を占めている．

又 a.c.巣は 3例共に視床にも亘ってお り，正中結合

核，内側前核の 一白：に含まれている．

a.c.巣の内部には神経細胞の消失が認められ， ゲリ

ヤ細胞が， 巣の内部， 周囲に於て著明に増殖してい
ヲ
'.J. 

考

I. a.c.の刺激について

察

a.c. ·i: 用いて綴痢を起させる実験は， KけpP I • I l勺：：よ

って行なわれ，a.c.が悩利政によって瀕痴を惹起せし

Yiる物質であるこ とは今日一般に認められている所で

あり， え教宅の前立脳波刊はlこ基いて a心によ り作ら

仁た鍬痢性焦点よりの放芯l土遠f.＇.；二波及せずF i主人里：
附近に止まるこ とを結論し ている．

Penfieldは視床下部に焦点が存在する場合に彼の所

謂 dwncephalicautonomic epi旬、、 （d.a.e.Iとして発作

性の種々の自律神経症状を来す事実を記載している．

これは瀕網性焦点が視床下部に存在する場合に自律神

経の上位中枢である周囲の視q；、 ト部の輿TE：こよって発

作が惹起せられることを示している．

官、l士a.c.の視床下部への注入実験を行なったのであ

るがp 全例に全経過を通じて da.e.と認められる発作

は惹起せしめ得なかった． これは恐らく使用した汁C

の量が少なく ，Iいpd<1ffは瀕痢焦点を作るに必要なa.c.

の量は0.1～0.6cc，アル ミニウムにして0.4～5.4mgであ

るとしている〕 繍痢性焦点を作成するまでには到らな

かったためと考えられる．

しかしながら上記の如く a .c. に ：1(~利；~z作用のあるこ

とから見て， 私の注入実験でも視床下部の a.c.がゆる

やかに，持続的にp 長期間に亘ザペ ，視床下部の内分

泌中枢を刺激したであろうことは疑いない．

：！.皐丸その他内分泌臓器の変化

首＇III群の 30ih主P＼に唱にLe、di耳細胞の可なりの増殖

を認めたが，間細胞の機能に関してはandrogenを分；-c'.

するとする説が短めて有力であり，これの増殖（細胞

数の増加）が機能的に.mdrogenの分泌充進を示すもの

であるかp 或いは低下を意味するものであるかについ

ては検討を要する所である．

内分.~臓黙の組織学的検索においてp 細胞内物質の

多少p 細胞容積の大小によって，機能の允進，低下を

結論することは余程慎重を要する所であるがp 細胞数

の可なりの増加を認めた私の実験結果は機能充進を意

味する ものとしてほぼ差支えないのではなかろ うか．

性腺の活動の調節は周知の如く下垂体前薬よ り分［必

せられ るgonadotropinにより 行なわれ＇ g.分i必が視床

下部の支配をそけることは今回定説となっている．

従って第E群における視床下部 a.c.注入とそのt.'i果

である皐丸間賞細胞の増殖との関係は a.c.によ る視床

下部慢性刺激が前葉よ りの日 分：i必を慢性的に冗進せ

しめた結果，皐丸間細胞の増殖を殺した ものである と

してよいと思われる．

中村はb－交！感帯＇＼ ｛；：＇；＜＼刺激により皐丸問細胞の縮少，
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空胞の消失を認め，分泌充進を指摘しているが， 私は

ほぼ同様な部位への a.c.注入により閉細胞自作、勺形状

は対照例のそれと異ならずP ただ細胞数において可な

りの増加を認めたものであり，この差のよって来る所

よ恐らく刺激の加え方の時間的な閣係、の栂異にあるの

であろ うと考えられる．

第I群の各例においては視床下部への a.c.注 入にも

かかわらず，皐丸には対照に比し認、むべき変化が得ら

れなかったがp これは注入後の期聞が lヵ月間で第E

群の 8ヵ月間に比しはるかに短かったために皐むこ変

化を来だ記すには到らなかったものであろ -1.

~o.53 においては副腎皮質におlyeの所謂exhautionの

時期に相当する像を示したボ，その成因として種 の々

st re＇＇リrを全く否定し去ることは出来ないし，又第 I群

の全伊u'iぴれ 日群の他の 2例に副腎変化を示さなかっ

た点よりして断定は危険であるにして もp aぶ． の視床

下ぷ↑:r..2n刺激による ACTHの長期間の分辺、充進に原

因を求められるのではなかろ弓かと考える．

3. a cの視床下部刺激部位

第E群の a.c. 巣の視床下；；~；における 位向に ついて

は，前部，後部に亘るものy 後f；しに存在するものP ｛王

ぽ中央部を占めるものと，各々前後の関係でほ位置を

異にしている．内外側の位置的関係においては何れ t,

；ミi:fb－交悠，：i¥'iニキ目当している．

教室の森の得た前記の結論より見て， こtしらの引の

周閲の筏床下部特にその内側部がa.c.によって慢性刺

激を受けたものと考えられる．

性中枢の存在部位に関してに，’2区気判、·~~I こ よる排卵

実験より H,,r円、：土灰白隆起，＼larkee,S;i川＇（• r and Hollins 

も灰白隆起， Haterius等は視束前自？，視床下部後部，

黒津等はb－交感帯を夫マ重視している．

Dey. Hertherington and Ranson, Hillarp等々諸家の視

床下部破壊実験では性中枢として視床下部後部ぷ重視

されているが，他方視床下部前珂：の役割り をも認めて

し、る．

Pubertu、praecox の症例について Wein！苛rgerand 

Grantは腫疹による視床下部後部の破療にその原因を

求めp 前部の損傷は性誌萎縮壱来すとし，教室の福島

はPul町 tuspraecoxを合併した間脳瞳蕩につ いて検索

しE重傷によるJ負傷；＼f,fj'1：ーとして視床下部特にその後部を

指摘している．

かくの如く性中枢の存在・；1;r:uこ関してはp 未だ意見

の一致を見るに到ってL、ない現状であるがp 私の実験

結果は比較的黒津の説に近いものである．しかしなが

ら例数に乏しいため確定的な結論を下すのは避けるべ

きであろう．

4. a cの視床刺i毅部位

第五群に於て a.し巣は 3例共に視床下部のみなら

ず，視床の正中結合核p 内側前核の夫々一応に亘って

いる．教室の半田は視床の前背内側核，手綱核等の第

而脳宗派絡叢をとりかこむ神経核の破壊が性器萎縮を

来すことを指摘しp この萎縮はこれら諸核から視床下

部への線維連絡を通じて視床下部に機能障害を来すと

結論している．

私の第E群に於ては第TllE菌室脈絡叢周聞の視床部に

はa.c.は認められないが， a.c. t411土3例共に視床の正中

仙台凡内側前核の夫々一－：＇；nこ亘っている．これらの

i伎は新見によれば何れも視床下野と線維連絡をもっと

されているが，この部のけじ刺激と皐丸間細胞との関

係について結論を述べることは差しひかえたい

宮古E 吾0
市ロ 宙開

l. 視床下：~； ·／漫』開制｝；＇~~方法として実験的澱滴惹起に

使用せられている a.c.を使用するこ とは十分その目的

にかなったものであり，且つゆるやかな慢性刺激を持

続的に長期間に亘って加え得る利点を有している．

2. a.c.を視床下ぷに怜人して 8ヵ月間飼育した成

熟雄猫3例色何：こ皐丸聞細胞の増殖を認めたが，これ

は視床下部刺激に よって起った皐丸の内分泌機能冗進

状態と考えでほぼ誤りではなかろう．

3. 間細胞増殖を来す性中枢の存在部位については

例数に乏しく確定することは出来なかったが，l王ぽ黒

津の説に近い結果を得た．

l. 視床（正中結合核p 内側前核）と性機能との関

連については目下何ともいえない．

3 成熟縫猫において皐丸間質Leydig細胞の増殖を

~＇： した a.c. 視床下部内注入実験の結果から，幼若拾に

同じ方法で Pubertuspr‘l町内入を作り得るとI任ちに 予iHll

することは危険であるが，しかし Puhertus praecoxを

作成し得る可能性が多少なりと もあることは考えてよ

いのではなかろうか．

筆を捌くに当り，終始懇篤な御指将，御鞭慌を賜わ

りP 御校閣をいただいた恩師荒木教授に深い感謝を俸

h九内分泌臓R需の＊H織学的t診断に御助力を賜わったさ

重医大p 商塚Ji章教授に深誘n~ します．
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Fig. 1. a. c. 注入後8ヵ月間飼育した猫の宰丸

（へマトキシリン・エオジン染色）

＼（入 53

""・ 56 

""・ 63 

Fig. 2. 8ヵ月間飼育した対照51/iの慎一九

（ヘマトキシリン・エオジ〉染色）

対照＼，，.1 

対照＼り 2

対1[11 ¥ ... 3 
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Fig 

¥o. 56 
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Fig. 4. 

Fig. 5. 8ヵ月間飼育した対l!iH1官の副腎皮質
〈ヘマ トキ Jリンーエオ ジン染色）
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